































































































島田尺草（1904 ～ 38）は、1919 年 16 歳で発病し故郷を出て薬を求め各地を









































続いて、明石海人の短歌を読んでいく。明石海人（1901 ～ 39）は、1926 年に
25 歳でハンセン病と診断され、和歌山の粉河や兵庫のハンセン病治療施設私立
明石楽生病院で療養生活を送った後、32 年 11 月に岡山の国立らい療養所長島愛
生園（31 年 3 月、患者の受け入れ開始）に入った。35 年に失明し、38 年には気













































































































1932 年 11 月 10 日、大宮御所（現在赤坂御所となっている場所にあった）で
宮中歌会が開かれた。主催したのは大正天皇の后だった貞明皇后（1884 ～ 1951）
で、歌会の兼題は「癩患者を慰めて」である。この歌会には、貞明皇后をはじめ
































































































































ホームページによれば、2019 年の歌会始には海外からのものも含めて 21,345 首の応
募があった。
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